
BACK GROUND RESEARCH
Back Ground
世の中の変化の速度はスピーディーで、その速度も日に日
に増している。
人の価値観も、必ずしも一方向に変化していくものでなく、
ある日突然、今まで考えてきたものとは、全く違った物事
のありかたに置き換えられることも少なくない。複雑で、
予測の難しいものである。

Present Condition
現代建築は、
・ 求められる建物の多様化
・ 求められる建物の複合化
・ 建築の定量化
に対応させるため、

１，機能に対して空間を一対一で当てはめていく方法
２，均質な空間を用意してその中のレイアウトを自由にす
        る方法をしてきた。

しかしながら、

１，ひとつの要求に対して、一対一で空間を分割し、ふさ
わしいと予測されるボックスを当てはめていく機能主義で
は、変化の速度、複雑な変化の方向性によって機能自体が
信用できない現代においては、社会的な理由で起こった機
能の変化についていけず、建物が使われなくなり、建物が
壊されてしまうという結果を招いている。

２，ミースは「機能は時とともに変化するから、機能に対
応した空間を想定すべきではない」といって「均質空間＝
ユニバーサル・スペース」の概念を導き出した。しかし、
ユニバーサル・スペースを、二つの機能「空間機能」、「生
活機能」に分けて考えると、「空間機能」はほとんど無く「生
活機能」のみによって成り立っている。そのため、社会的
な要求により、「生活機能」が失われた時、今後の使用を
喚起するものはなくなり、また氾濫する多くの均質空間と
比べられることとなり、賃貸料の価格競争にも巻き込まれ
る。またユニバーサル・スペースは均質空間の「生活機能」
のレイアウトを自由にしたのみで、人の行為を自由にした
わけではない。

求められる建築の多様化

求められる建築の複合化

建築の定量化
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Research Classification DateResearch Classification
そこでリサーチとして、使われかた ( プログラム ) の変化
に対応する柔軟な建築のリサーチ→用途が変わっても使わ
れる建築のリサーチを行った。
分類と考察の前提として以下のことを定めた。
・ 資料は任意で選択したものであり、明らかに多い場合、
少ない場合を除いて、分類の割合は根拠とならない
・ 分類において、項目の重要度は考慮していない。

So as research,  flexible architecture of  research → 
applications corresponding to the change of use is how 
(program) I went the construction of the research, which is 
also used changed.
I was determined that: as assumption of classification and 
discussion.
And materials is intended to be selected optionally when 
obviously greater, unless less, the ratio of the classification is 
not the basis
- In the classification, the importance of the item is not 
considered.
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Bb. 象徴性
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C3. コスト
C4. 開発計画

C5. 既存建築のブランド力

C. 社会

Research Discussion
・ コンバージョンされている建築は、構造が健全であり、
そのまま使用する場合と、少々補修する場合が多い。構
造がしっかりしていることが重要。

・ 歴史性や社会性は比重的にはおもいかもしれないが、
それだけで成り　立っているのではなく、ほぼ必ず空間
や形態に関する理由が関わっている。歴史性や社会性だ
けでコンバージョンされることは少ない。→形態や空間
に特性があるから歴史性や社会的価値が生まれている？

・ フレキシビリティーに関することは、ほぼ必ずコンバー
ジョンされた　理由として入っている。

・ ユニバーサルなスペースが積層したようなビルのコン
バージョンの事　例が少なかった。→コンバージョンし
なくて使えるから？

・ 産業建築の倉庫と工場では自然光の入り具合に合った
機能の配置がされていた。倉庫の場合、自然光が少なく
暗い機能として使われ、工場の場合 ( 電気が無かった時
代は自然光によって採光をとっていたため )　開かれた
機能の選択がされている。空間の質が使われ方を喚起す
る。

・ あまり歴史、社会的な理由が無い建築では、空間・形
態の象徴性、空間の質が重要になっている。

A. 歴史 Ba.ﾌﾚｷｼﾋﾞﾘﾃｨｰ Bb. 象徴性 Bc. 空間の質 C. 社会

A. 歴史 Ba.ﾌﾚｷｼﾋﾞﾘﾃｨｰ Bb. 象徴性 Bc. 空間の質 C. 社会

A. 歴史 Ba.ﾌﾚｷｼﾋﾞﾘﾃｨｰ Bb. 象徴性 Bc. 空間の質 C. 社会

A. 歴史 Ba.ﾌﾚｷｼﾋﾞﾘﾃｨｰ Bb. 象徴性 Bc. 空間の質 C. 社会

A. 歴史 Ba.ﾌﾚｷｼﾋﾞﾘﾃｨｰ Bb. 象徴性 Bc. 空間の質 C. 社会

この一連のリサーチの結果から用途が変わっても、使わ
れている建築は、
・ 構造がしっかりとしていること
・ 人や時間によって多様な読み取り方が出来る空間をも
つこと
・ 空間に特性がありその特性が用途変更しても残ること
ということがわかる。

求められる要求に対してこの３点のデザインコンセプト
を用いることで、変化に飛んだ社会の中で生き続け、使
用され続ける建築が出来る。
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SITE Design Diagram
Summary
敷地は千葉県習志野市奏の杜。この地域は津田沼駅南口の住宅地開発によって生まれた街である。一度に７
０００人規模の人口増加が見込まれている。
敷地の問題点として一度に同世代 ( 子育て世代とその子供世代 ) が増えて様々な公共施設が不足することが
あげられる。特に教育系の公共建築の不足は一時的であり、単一の用途の建築は建てられることが難しい。
提案として、用途が変わっても使われる建築をつくる。リサーチの結果から得た「要求に対して空間機能を
用いて、建物に特性を持たせる」を用いて設計する。予想される用途の中で、もっとも確実で、試用期間が
長いと考えられる交通拠点機能を有した公共複合施設に対して空間の特性をつくる。

公共施設

30 years ago↓
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Transportation Planning
将来の高齢化社会や環境問題は、増加する交通弱者、現在の自動車を個人所有する社会の終わりを生む。そ
して公共交通の需要が高まる。しかしながら、違う路線の電車の駅を行き交うだけの現在のバス路線では多
くの交通弱者を生んでしまう。小学校の単位、つまり誰もが歩ける範囲に交通拠点をもったまちづくりが必
要である。そのための施設、地域の核になる交通ターミナルを有した複合公共建築を計画する。
この施設は交通網の拠点として働く。管理は公共、一部民間に委託して商業施設を有する。バスの待ち時間
を利用して、買い物、食事、図書館で本を読みながらバスを待つことが出来る。ギャラリーでは様々な展示
会や活動が行われ、地域に活気をもたらす。

小学校の学区単位の公共交通網小学校の学区単位の歩ける町づくり
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